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第
三
回
広
島
大
学
酪
農
技
術
セ
ミ
ナ
ー
　
そ
の
①

十
月
十
日
　
東
広
島
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

　

子
牛
の
飼
養
管
理
の
基
本
は
、
①
ス
テ
ー

ジ
別
の
ポ
イ
ン
ト
を
抑
え
た
飼
料
給
与
、
②

ス
ト
レ
ス
低
減（
変
化
の
少
な
い
管
理
・
快

適
な
環
境
・
リ
ス
ク
の
分
散
）、
③
定
期
的

な
観
察
、
④
記
憶
よ
り
記
録
が
挙
げ
ら
れ
、

次
の
三
項
目
を
軸
に
講
演
さ
れ
た
。

一
　
子
牛
を
良
好
に
発
育
さ
せ
る

意
義
と
哺
乳
期
の
発
育
目
標

　

酪
農
家
が
お
金
を
稼
ぐ
た
め
に
は
、
成
牛

が
長
生
き
し
て
、
子
牛
を
た
く
さ
ん
産
め
る

管
理
と
と
も
に
、
丈
夫
な
子
牛
を
つ
く
る
管

理
に
あ
る
。丈
夫
な
子
牛
を
作
る
た
め
に
は
、

発
育
目
標
値（
※
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
グ
ロ
ウ
ス
）

を
決
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
北

海
道
で
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

❶
北
海
道
の
子
牛
管
理

　

統
計
調
査
か
ら
子
牛
の
死
亡
時
期
を
分
析

し
た
結
果
、
出
生
当
日
が
多
く
、
出
生
後

三
ヶ
月
迄
に
一
千
頭
近
く
の
死
亡
が
確
認
出

来
た
。
一
方
、
出
生
後
三
ヶ
月
を
経
過
す
る

と
死
亡
牛
は
格
段
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
も

確
認
出
来
た
。

　

死
亡
原
因
は
、
消
化
器
係（
下
痢
）、
呼
吸

器
系（
肺
炎
）の
疾
病
に
よ
る
も
の
が
多
く
、

一
年
間
の
内
で
は
、
七
月
〜
八
月
、
十
二
月

〜
一
月
に
多
く
の
子
牛
が
死
亡
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
七
月
〜
八
月
は
、
子

牛
の
出
生
率
が
高
い
こ
と
に
あ
り
、
一
方
、

十
二
〜
一
月
は
寒
さ

が
起
因
し
、
寒
さ
に

対
抗
す
る
た
め
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
不
足
と
指

摘
さ
れ
た
。
死
亡
事

故
の
防
止
に
は
、
生

後
三
ヶ
月
ま
で
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
管

理
を
行
う
こ
と
が
大

切
と
さ
れ
た
。

❷
子
牛
・
育
成
牛
の

発
育
暫
定
目
標
値

　

良
好
な
発
育
は
、

初
産
乳
量
を
引
き
上

げ
る
効
果
が
期
待
出

来
る
。
受
精
開
始
は

単
純
に
月
齢
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
、
体

格
で
決
め
る
こ
と
が

重
要
で
、
初
産
牛
は

分
娩
時
の
分
娩
時
体

重
と
初
産
乳
量（
一
乳
期
）は
正
の
相
関
関
係

が
あ
り
、
体
格
を
良
く
す
る
こ
と
で
、
初
産

乳
量
に
違
い
が
生
じ
て
く
る
。

　

初
産
分
娩
時
の
月
齢
を
二
十
二
〜

大
学
教
授
ら
が最新

酪
農
情
報
を
紹
介

　
広
島
大
学
日
本
型
畜
産
・
酪
農
技
術
開
発

セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
三
回
広
島
大
学
酪

農
技
術
セ
ミ
ナ
ー（
広
酪
協
賛
）が
開
催
さ
れ

た
。
参
加
者
は
三
百
名
で
、
広
酪
経
営
支
援

課
か
ら
は
四
名
の
職
員
が
参
加
し
た
。
セ
ミ

■
講
演
一
「
子
牛
の
飼
養
管
理
」

　
講
師
　
大
坂
　
郁
夫
氏

　

�（
地
方
独
立
行
政
法
人　

北
海
道
総
合
研

修
機
構　

根
釧
農
業
試
験
場
）

月　齢 区　分 目安体高 目安体重
生後 2カ月齢時点 ー 90 ㎝ 88 ㎏
生後 13 カ月齢 受精開始期 127 ㎝ 375 ㎏
生後 22 カ月齢~24 カ月齢 分娩期 ー 630 ㎏

【発育暫定目標値】

ナ
ー
の
目
的
は
、
大
学
等
の
研
究
に
よ
っ
て

畜
産
現
場
で
活
用
出
来
る
飼
養
管
理
技
術
、

生
産
量
の
増
産
対
策
、
作
業
の
省
力
化
等
の

紹
介
・
普
及
に
お
か
れ
、
複
数
の
講
師
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
本
誌
で
は
今
後
、
数

回
に
わ
た
っ
て
各
講
師
に
よ
る
講
演
要
点
を

紹
介
す
る
。

※�「ターゲット・グロウス」に関しては、前月号の「らくのうだより」№ 283 号の 4頁を参照下さい。
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■　分娩直後の子牛の状態と管理上の留意点
分娩直後の子牛の状況 管理上の留意点

①�病気に対する抗体を持
たない
②寒さに弱い
③�栄養の蓄積量（体脂肪）
が少ない

▼�初乳の給与は、分娩後に初めて
搾った母乳を六時間以内に、遅
くとも十二時間以内にお腹一杯
飲ませること
▼�清潔かつ乾燥した施設で、すき
ま風のあたらない場所で管理す
ること

（寒さによるエネルギー損失を最
低限に抑制する対策も重要）

■　初乳の役割等
項　目 内　容

初乳の定義
「分娩後の最初のミルク」を云い、以降の分娩後５日間は「移行乳」。搾乳回数と乳中の抗体濃度（IgG）
の関係性として、1回目の搾乳が一番高い

初乳の役割
①抗体（免疫グロブリン）をつける
②栄養（脂肪、タンパク質等）補給
③生理活性物質を吸収させる

初乳の給与

①健康に産まれてきた子牛には、平均 3ℓ~4 ℓを給与し、この飲量を増せば、摂取抗体（IgG）量が増
加し免疫力が向上する

②給与初乳は、高品質（IgG濃度 50mg/ml）の物が良い
③給与時間帯は、吸収率の高い出生後 6時間以内に行うことが大事
④初乳の適・不適は、比重計で測定出来る。この測定方法は乳温 40℃とし、この比重が 1.050 以上は
適切で、この数値以下は不適切

⑤良質な初乳は、有事の際に備えて使用出来るよう冷凍保存することが大事
　この保存には、ジップロック等の密封袋を用意して保存すれば、凍結時や解凍時に取り扱い易いも
のとなる

⑥解凍温度は、40℃以下の微温湯を用いて、ゆっくりと解凍することがポイント
⑦初乳に含む抗体は、その牧場の歴史に関係があり、母牛が罹患した履歴と抗体を有しており、初乳
の飲用を通じて、その地域で最も有用で効果的な抗体を得ることにつながる

二
十
四
ヶ
月
、
体
重
六
百
三
十
㎏
、
B
C
S

値
三
・
五
の
設
定
に
置
く
な
か
で
、
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
月
齢
時
の
体
高
、
体
重
の
暫
定
目

標
値
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

二
　
実
戦
可
能
な
初
乳
給
与
の

考
え
方
・
そ
の
方
法

　

健
康
な
子
牛
の
飼
育
に
は
、
初
乳
給
与
が

重
要
で
あ
り
、
こ
の
給
与
の
前
に
分
娩
直
後

の
子
牛
の
特
性
を
知
っ
て
管
理
す
る
こ
と
が

重
要
と
さ
れ
た
。

三
　
発
育
ス
テ
ー
ジ
毎
の
栄
養
源
を

考
慮
し
た
「
哺
乳
期
飼
養
法
」

　

子
牛
に
給
与
す
る
エ
サ
は
、乳（
生

乳
・
代
用
乳
）、ス
タ
ー
タ
ー
、乾
草
が

あ
る
と
し
て
、哺
乳
期
の
飼
料
の
役
割

が
解
説
さ
れ
た
。

　

子
牛
は
給
与
し
た
エ
サ
を
栄
養
源

に
代
え
て
発
育
す
る
の
で
、
哺
乳
期

の
零
か
ら
三
週
齢
に
は
、
乳（
全
乳
ま

た
は
、
代
用
乳
）、
三
か
ら
六
週
齢
は
、

乳
と
ス
タ
ー
タ
ー（
六
週
齢
を
離
乳
と

想
定
）が
必
要
で
、
三
週
齢
程
度
ま
で

は
、
乳
を
切
る
と
栄
養
不
足
を
来
し

て
し
ま
う
。
三
週
齢
か
ら
離
乳
後
二

週
間
程
度
ま
で
は
、
ス
タ
ー
タ
ー
を

摂
取
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二
　
代
用
乳
の
給
与
実
験
結
果

　

乳（
代
用
乳
）の
給
与
実
験
結
果
で

は
、
百
五
十
g
／
ℓ
×
六
ℓ
／
日
が

体
重
、
体
高
の
増
加
が
一
番
良
く
、

哺
乳
期
の
発
育
差
は
持
続
す
る
こ
と

か
ら
、
離
乳
後
も
障
害
が
な
け
れ
ば
、

最
初
に
設
定
し
た
生
後
二
ヶ
月
時
点

で
体
重
八
十
八
Kg
、
体
高
九
十
cm
を

達
成
で
き
る
と
あ
っ
た
。

三
　
離
乳
後
の
乾
草
給
与

　

離
乳
後
は
、
粗
飼
料
の
質
が
影
響

し
、
高
品
質
の
乾
草
を
給
与
す
る
場

合
と
、
低
品
質
の
乾
草
を
給
与
す
る

場
合
で
は
一
〜
五
十
六
日
齢
ま
で
の

一
日
当
た
り
の
体
重
増
に
関
す
る
有

意
差
は
な
か
っ
た
が
、
五
十
七
〜

九
十
一
日
齢
で
は
、
高
品
質
の
乾
草

給
与
の
方
が
増
体
に
有
意
差
が
出
た
。

　

従
っ
て
、
高
品
質
な
乾
草
を
給
与

す
る
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
た
。

　

次
月
号
で
は
、
大
場
真
人
氏（
ア
ル

バ
ー
タ
大
学　

乳
牛
栄
養
学
教
授
）を

講
師
に
「
分
娩
移
行
期
の
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
」と
す
る
演
題
に
よ
る
講
演
概

要
を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

■　哺乳期の飼料給与
子牛へのエサ等の給与 子牛に給与するエサ等の機能・効果与

乳 第４胃に直接移行し牛の栄養として吸収される

スターター ルーメンの発達に必要な栄養素を含む

乾　　草

第１胃等の発達を促す
出生間もない時期は、吸収できずに胃を痛める可
能性もあるが、乾草を給与しない場合は、敷料を
食べて、ルーメン内異常や異常行動（腸内に毛玉
などが検出）が認められることがあるので注意が
必要


